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［論文要旨］

　人は自然をいかに認識するか。また，その認識のあり方は，人と自然との関係のなかでどのような
意味を持つのか。人が自然物を眺めるとき，その眼差しは多様である。そのなかでも分類と命名の
あり方は，もっともストレートに人がいかに自然を認識し，また利用してきたかを表すことになろう。
　本論文は，古くから高い商品価値を持ち続ける貝＝アワビに注目して，分類・命名のあり方とその
変遷を通して民俗分類の持つ文化的意味を考察し，それが現代生活といかに関わるのかを明らかにす
ることを目的としている。一言でいえば，生活文化体系における民俗分類の存在意義を問うことである。
　「学名」や「標準和名」のような生物学的なレベルの命名体系とは別に，「地方名」がある。従来，
民俗分類の研究ではこの地方名が分析対象とされてきた。しかし，魚が自然界から人の手に渡って
以降，商品として流通する段階でも，実はさまざまに分類・命名がなされている。それが「市場名」
と「商品名」である。これまで民俗分類の研究において市場名や商品名が注目されることはなかっ
た。しかし，現代を射程に入れた民俗研究をおこなうとき経済活動の中でどのような論理のもと分
類・命名され，消費者の段階に至るのかという問題は避けて通ることはできない。
　調査地の佐島（神奈川県横須賀市）では，通常，ケー（貝）というとアワビを指す。また，それ
はナミノコ→ケーという 2 段階の成長段階名を持つ。さらにケーはクロッケ，マタケェ，マルッケ
という 3 種に民俗分類される。この民俗分類は生物学に基づく種の分類と一致する。
　こうした佐島漁師におけるアワビの分類・命名のあり方は地域の生活文化体系を反映し，かつそ
れ自体を構成する主な要素でもあった。それに対して，漁業協同組合や市場における分類・命名の
あり方は，市場名・商品名として示されることになる。市場名・商品名は伝統的な漁師の分類・命
名のあり方を受け継ぎながらも，漁協の販売戦略，流通上の便宜，仲買側の要請また消費者の嗜好
といったことを受けて商業性を強く反映したものに変化していく。そのときその変化は，商品とし
て消費者に誤解のないよう，より汎用性のある分類・命名に統一される傾向にあった。しかし，そ
れと同時にブランド化のような差別化を図るなど，分類・命名はより細分化・複雑化される傾向も
認められることが分かった。
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